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はじめに

武蔵野市立井之頭小学校 校長 小澤 香子

Society5.0時代を生きる児童にとって学習者用コンピュータは重要なアイテムです。本校では、
児童が主体的に問題を発見・解決するために、学習者用コンピュータを効果的に用いながら状況や
目的に応じて情報及び情報技術を選択したり活用したりできる姿を目指し、令和３・４年度武蔵野
市教育研究奨励校として研究を進めてまいりました。本校での研究実践が少しでも皆様の参考にな
れば幸いです。
本研究を進めるにあたりご指導をいただきました国立教育政策研究所 福本 徹 先生、ご支援を

いただきました武蔵野市教育委員会の皆様に深く感謝申し上げます。

あいさつ

武蔵野市教育委員会 教育長 竹内 道則

現代社会は情報化の進展や、社会情勢の変化等大きな過渡期にあります。予測困難な時代を生き
抜くには、自ら課題を解決し、未来を切り拓いていく力が必要です。学習者用コンピュータの効果
的な活用は、こうした未知の状況に対応できる力の育成につながります。
本校では、研究を通して目指す児童像を、「情報活用能力を身に付け、すすんで問題を解決する

児童」と設定し、学習者用コンピュータを使った、主体的に問題を発見・解決する力を育む授業づ
くりを研究してきました。試行錯誤の中、新たな実践や、よりよい授業をつくろうと挑戦する先生
方の姿は、自ら課題解決に向かおうとする模範を、児童に示しているといえます。本リーフレット
等は、その成果であり各学校の児童・生徒の情報活用能力の育成に大きく寄与するものです。
結びになりますが、本校の研究を御指導くださいました国立教育政策研究所 福本 徹 先生を

はじめ関係の方々に御礼申し上げますとともに、井之頭小学校の教職員の皆様の御努力に感謝申し
上げ、あいさつといたします。



研究主題

情報活用能力を身に付け、すすんで問題を解決する児童の育成
～学習者用コンピュータの効果的な活用を通して～

令和４年度本校の研究概要

学校教育目標

◎すすんで学ぶ子 ○心豊かな子 ○きたえる子子

＜背 景＞
・Society5.0に対応できる人材を育成
・GIGAスクール構想の実現
・小学校学習指導要領（平成29年）の実施

＜児童の実態＞
・コンピュータを使った学習に意欲的に取り組んだり、
工夫してコンピュータを活用したりしている児童が多い。

・コンピュータの基本操作の技能は個人差が大きい。
・情報モラルや情報リテラシーが十分に身に付いていない。

研究仮説
一人１台学習者用コンピュータの導入に伴い、児童一人一人が情報及び情報技術を適切かつ効果的に活用する力

を身に付けることで、問題を解決するために必要な資質・能力を育成することができるだろう。

低学年
情報機器を用いて、伝えたい
ことを記録し、意見を交流す
る児童

中学年
情報機器を用いて、自分の考
えを表現し、他者と共有する
ことで考えを広げる児童

高学年
状況や目的に応じて情報及び
情報技術を活用し、すすんで
問題の解決を試みる児童

研究主題に迫るための手だて

○情報活用能力育成計画の作成 ○デジタル・シティズンシップ教育の推進
○教師の情報機器の活用技能の向上 ○育てたい情報活用能力を明確にした授業づくり
○学習者用コンピュータの日常的な活用

は

目指す児童像
情報活用能力を身に付け、すすんで問題を解決する児童

【手だて２】学習者用コンピュータを効果的に活用した授業づくり

【手だて１】本校の実態に合った育成計画の作成と指導

問題解決の過程が
充実するよう効果
的に学習者用コン
ピュータを活用す
る

○教科の資質・能力
の育成につながる
使い方

○一人一人が自分事
として捉え、自然
と～したくなるよ
うな使い方

問題を見出す

すすんで

自分の考えをもつ

すすんで

調べる

すすんで

学び合う

すすんで

まとめる・振り返る

すすんで

問題を見出す 自分の考えをもつ 調べる
学び合う まとめる・ふりかえる

すすんで問題を解決する(共通)

共 有 表 現

分 析情報収集

発 信

活動(活用方法)
どんなことをする

目 的
何のために

問題解決の過程
どこの学習場面で

問題解決の過程
学習者用コンピュータを効果的に活用した

授業づくりに向けて

整 理

記 録

SKYMENU
・発表ノート
・ポジショニング

ドキュメント スブレットシート

フォーム ジャムボード

Google

カ メ ラ

ツール(機能)
何を使って



身近な自然の様子に対する興味・関心や伝えたい思

いを高めることができた。
自然の特徴について考え、友達とどんな遊びがで

きるか考えを深めることができた。

《本単元で育成する主な情報活用能力【情報活用能力育成計画】》

・SKYMENUの操作方法（発表ノート、グループワーク機能）【Ａ－①】
・情報の大体を捉え、自分の言葉でまとめる【Ｄ－②】

生活科「あきと いっしょに」１年

SKYMENUの発表ノートに、自分が見付けた秋の
動植物の写真を貼り付けたり、その名前を手書き入力
したりして、自分の伝えたいことをまとめた。

SKYMENUの発表ノートのグループワーク機能を
用いて、児童の伝えたいものを見合い、見付けたも
のや感じたことを共有した。

【手だて】

自分の考えをもつ

記 録 【手だて】

学び合う

共 有

学校の内外で見付けたものをカメラで撮影・記録
することで、形や色などを基に、自分のイメージを
もって活動することができた。

いろいろな表し方を知り、自分の見方や感じ方を広
げることにつながった。

《本単元で育成する主な情報活用能力【情報活用能力育成計画】》

・相手に伝わるような発表の方法【Ｂ－①】
・自分の考えや感想を発表したり、相手の発表を聞いたりする。【Ｄ－④】

図画工作科「こんな顔 見つけたよ」２年

グループの友達に画面を見せ、会話をしながらアイ
ディアを発表した。また、ＳＫＹＭＥＮＵの閲覧機能
を活用して、友達の作品を鑑賞した。

カメラ機能を使って「顔に見える」画像を校内外
で撮影した。画像を基に、顔の人物の性格や会話を
考えて、発表ノートに記録した。

【手だて】

自分の考えをもつ

表 現 【手だて】

学び合う

発 信



《本単元で育成する主な情報活用能力【情報活用能力育成計画】》
・情報を一般化し、全体的な特徴を捉え、新たな考えや意味を見出す【Ｄ－②】

・情報を複数の視点から捉えたり、新たな視点を受け入れて検討しようとしたりする【Ｅ－①】

社会科「お店の人の仕事」３年

共有を通して全員が自分の考えをもち、新たな考え
を見出すことができた。

それぞれの書き込みを共有することで、自分の見
方や感じ方を広げることにつながった。

《本単元で育成する主な情報活用能力【情報活用能力育成計画】》
・情報を複数の視点から捉えたり、新たな視点を受け入れて検討しようとしたりする。【Ｅ－①】

理科「雨水の行方」４年

雨が降っている校庭の写真を見て、気付いたことや疑
問をスプレッドシートに書き込み、意見を共有した。

水が流れているのはなぜか実際に校庭で調べて分
かったことを写真に書き込みながら、発表した。

全体を短時間で把握し、一人一人の考えを共有したり、
考えを広げたりすることができた。

友達のよいところを、自分の表現に取り入れたり、
違う考え方を知ったりすることができた。

前時でまとめた産地調べの地図を見て気付いたことや
疑問をフォームで提出し、ＡＩテキストマイニングで集
約した情報を提示、全体で共有した。

スーパーマーケットの品物の産地について調べ
る活動を通して、店と他地域や外国との関わりに
ついて分かったことを発表ノートにまとめた。他
の児童と情報を共有しながら、考えをまとめた。

【手だて】 分 析

学び合う

【手だて】 表 現

学び合う

【手だて】

自分の考えをもつ

共 有 【手だて】 共 有

学び合う



《本単元で育成する主な情報活用能力【情報活用能力育成計画】》

・表やグラフを用いた情報の整理や複数の観点から情報の傾向を捉える【Ｂ－①】
・自分の考えや感想を相手や目的に合わせて表現、発信する【Ｄ－④】

社会科「情報化した社会と産業の発展」５年

記録方法を選択することで、新たな考えを見
出したり、全員が自分の考えをもったりするこ
とができた。

自分の班と他の班の結果と比べ、自分の班の実験結果の妥当
性を考えたり、葉で養分をつくる働きについて、より妥当な考
えをつくりだしたりすることにつながった。

《本単元で育成する主な情報活用能力【情報活用能力育成計画】》

・収集した情報の中で、原因と結果、主張と事例を関係付けたり、目的に応じた表やグラフを
用いて情報を整理したりする。【Ｄ－①】

理科「植物と日光の関わり」６年

ノート、ドキュメント、発表ノート、スライ
ドなどから選択して、自分の考えを記録した。

スプレッドシートの共有機能を使って、班の結果を記録した。

集めた情報を整理し、情報を伝える主なメディアの特徴
について捉えることができた。また、各自の情報を共有し、
複数の観点から学習内容を理解することができた。

多様な情報とそれを得る手段を目的に応じて使
い分ける必要があることに気付き、生活における
各種のメディアの使い方を考えることができた。

導入で、自分が知っているメディアと情報収集の方法や
その内容についてスプレッドシートにまとめ、友達の意見
を一覧できるようにした。

各メディアの特徴をジャムボードに書き出し、
メリット・デメリットの観点で分類した。

【手だて】

調べる

情報収集 【手だて】 分 析

学び合う

【手だて】

問題を見出す

記 録 【手だて】

学び合う

共 有

新聞



おわりに

副校長 大澤 史典

令和３年度から２年間にわたり、学習者用コンピュータの効果的な活用を通し「情報活用能力を身に付
け、すすんで問題を解決する児童の育成」に取り組んできました。授業や学校生活の様々な場面で見る児
童の姿から情報活用能力が高まっていることを実感しています。今後もすすんで問題を解決する児童を育
成するために更なる授業改善に取り組んでいきます。
最後になりましたが、本校の研究に具体的で実践的なご指導ご助言を賜りました、国立教育政策研究所

福本 徹 先生、ご支援をいただきました武蔵野市教育委員会の皆様に心から感謝申し上げます。

成果と課題

成 果

○ 全ての教育活動において学習者用コンピュー
タを日常的に取り入れることで、情報技術の
活用に関する技能が向上し、児童が主体的に
使う姿が増えた。（活用能力）

○ 学習者用コンピュータを効果的に活用した授
業づくりに取り組んだことで、問題解決や探
究における情報を活用する力が向上し、学び
合う活動が充実した。（問題解決）

課 題

○ 児童が学習者用コンピュータを適切に使用で
きるよう、デジタル・シティズンシップを醸
成していく必要がある。（活用能力）

○ 問題解決の様々な過程で、児童が主体的に学
習者用コンピュータを使用できるよう、今後
も指導の工夫を行い、効果的な活用となって
いるか検討していく。（問題解決）

文部科学省 国立教育政策研究所 博士（工学） 福本 徹 先生

ご指導いただいた先生

研究に携わった職員

校 長 小 澤 香 子

副 校 長 大 澤 史 典

主幹教諭・１－３ 河 住 有美枝

主幹教諭・３－４ 柏 田 千 絵

主幹教諭・かわせみ 辻 友 加

教 諭・１－１ 逆 井 佳世子

主任教諭・１－２ 見 米 美喜子

○教 諭・１－４ 本 田 和 美

教 諭・２－１ 谷 純 子

教 諭・２－２ 田 添 和 彦

○主任教諭・２－３ 佐 藤 憲 由

教 諭・２－４ 奥 寺 涼 乃

○教 諭・３－１ 後 藤 英

○主任教諭・３－２ 安 部 絵 里

教 諭・３－３ 市 丸 理 恵

主任教諭・４－１ 川 端 麻紀子

○教 諭・４－２ 田 中 豪 志

教 諭・４－３ 清 水 万 紀

主任教諭・５－１ 麻 生 崇 子

○教 諭・５－２ 八重樫 美 穂

教 諭・５－３ 末 益 勇 人

◎主任教諭・６－１ 木 月 里 美

教 諭・６－２ 中 野 広太郎

主任教諭・６－３ 伊 藤 優 希

主任教諭・音 楽 杉 山 倫 子

教 諭・図 工 小 林 恭 子

教諭・家庭科・音楽 石 坂 あゆみ

○教 諭・算数少人数 森 誠 至

主任教諭・かわせみ 松 原 ゆかり

教 諭・かわせみ 葛 西 諒

教 諭・かわせみ 横 山 万

教 諭・かわせみ 島 田 明 子

主任養護教諭 飯 田 道 子

令和４年度

校 長 赤 羽 幸 子

副 校 長 吉 佐 輝

主 任 教 諭 澤 守 隼

教 諭 春 田 由美子

教 諭 島 田 秀 眞

教 諭 久 保 健 一

教 諭 本 木 暖 敏

◎研究主任 ○研究推進委員

令和３年度


